その１

対象教科・科目
単位数
学年・学級

化学Ⅱ　（第１，２，３部）
３


１　学習の到達目標等
学習の到達目標
１化学に関する基本的事項を理解し、化学的なものの見方や考え方を身に付ける。
２実験、観察を通して探究する能力と科学的な物質観を身に付ける。
３化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身に付ける。

使用教科書・副教材等
高等学校　化学Ⅱ（化Ⅱ００５），センサー化学Ⅱ

２　学習計画及び評価方法等
(1) 学習計画等

学
期
学習内容
月
学習のねらい
備　　考
考
査
範
囲

第
１
学
期

第
１
学
期
オリエンテーション
第１部　物質の構造
第1章 化学結合

第1節 イオン結合とイオン結晶

第2節 共有結合によって結びついた物質

第3節 金属結合と金属

第2章 物質の状態変化

第1節 　物質の状態と粒子の熱運動

第2節 　状態変化とエネルギー

第3章 気体の性質

第1節 気体の体積の変化

第2節 気体の状態方程式


４

・「化学Ⅱ」についての学習の意義や内容、評価の方法を理解します。
「学習の手引」を利用します。
第
１
学
期
中
間
考
査


第3節 

· イオン結合とイオン結晶について学びます。又結晶の単位格子の考え方も理解します。

· 共有結合を不対電子の共有の考えで理解します。また二重結合や三重結合、分子の電子式や構造式も学びます。

· 分子を結合エネルギーの考え方で理解します。また反応熱を生成物の結合エネルギーと生成物の結合エネルギーで理解します。

· 電気陰性度を理解し、分子の形と極性について考えます。

· 共有結合の結晶について具体例をもとに構造や性質を理解します。

· 配位結合をもとに、いろいろな錯イオンについて理解します。

· 分子間力としてファンデルワールス力や水素結合を理解し、分子結晶でできている物質の性質を理解します。

· 金属の結晶構造と性質を関連づけて理解します。

· 金属の代表的な結晶構造を理解します。
実験１

分子模型を制作します。
実験２

蒸気圧を測定します。

実験３

シャルルの法則を確かめます。





第4節 
５


· 




第5節 

· 拡散をもとに粒子の熱運動を理解します。気体物質の粒子の熱運動から気体の圧力を理解し大気圧の大きさについても学習します。

· 固体、液体物質の粒子の状態について理解します。

· 物質の状態変化と沸騰の現象を蒸気圧をもとに理解します。

· 結合の種類と沸点・融点の関係について理解します。

· 状態変化とエネルギーの関係を理解し、熱エネルギーの計算をします




第6節 

· 気体の体積・圧力・温度の関係をボイルの法則　　　　

シャルルの法則・ボイル-シャルルの法則とし

て理解します。

・　ボイル-シャルルの法則から気体の状態方程式を導き、分子量との関係も理解します。




第4章 溶液の性質

第1節 溶液と溶解度

第2節  希薄溶液の性質

第3節  コロイド

第2部 反応速度と平衡
第１章　反応速度

第1節 反応の速さ
６
· 混合気体について分圧の法則を理解します。モル分率や混合気体の平均分子量などについても学びます。

· 実在気体と理想気体の違いについて理解します。
実験４

物質の構造と溶解性を調べます。

実験５

再結晶による物質の精製をします。

実験６

コロイド溶液の性質を確かめます。

実験７

反応速度と濃度・温度の関係を調べます。
第
１
学
期
期

末
考
査




· 溶解と溶解性をもとに物質の分類について学習します。

· 質量パーセント濃度やモル濃度について理解します。

· 飽和溶液や固体物質や気体物質の溶解度について理解し再結晶を学習します。

· 沸点上昇や凝固点効果の現象を理解します。

· 半透膜の働きをもとに、浸透の現象を理解します。

· コロイド粒子を理解し様々なコロイドの分類をします。

· コロイド粒子の大きさや電気を帯びている特徴から透析・電気泳動・塩析・凝析などのコロイド溶液の性質を理解します。




第2節 
７
· 




第3節 

· 様々な反応速度の違いを知り、反応速度の表し方を理解します。

濃度・温度と反応速度の関係を理解します。




【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度。
２　実験レポート、課題レポート。


【第１学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績及び小テストの成績、実験レポート・課題レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は、定期考査の成績、実験レポート、その他、主体性な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。



第
２
学
期

第２節　反応のしくみ

第２章　化学平衡

第１節　化学平衡

第4節 化学平衡と平衡定数

第5節 電離平衡

第４部　生活と物質
第1章 食品の化学

第1節 糖類


９
・　化学反応を反応粒子の衝突と活性化エネルギーから理解します。又触媒と実際の触媒装置の利用について理解します

· 可逆反応を理解し化学平衡について学習します。

· ルシャトリエの原理について学び平衡移動の原理を理解します。

· 平衡定数について学び、水の電離平衡について理解します。

· 水素イオン濃度やｐＨ、酸・塩基の電離平衡から酸・塩基の強弱や緩衝液について理解します。

· 塩の加水分解や溶解平衡について学びます。
· 食品としての糖類の性質、働き、反応について学びます。

· 単糖類・二糖類等の種類について学びます。


実験８

反応速度と触媒の働きを確かめよう。


第
２
学
期
中
間
考
査






· 
実験11

緩衝液のｐＨを調べます。

実験12

糖類の性質を調べます。






10
· 






· 

第
２
学
期
期
末
考
査




· 






· 



第
２
学
期

第2節 タンパク質

第3節 脂質

第4節 食品の保存

第２章　衣料の化学

第1節 合成高分子化合物

第2節 天然繊維と合成繊

維

第３節　染料と洗剤


10


· アミノ酸の基本構造や主なα-アミノ酸について学びます。

· アミノ酸やタンパク質の性質や働き、変性などの反応について学びます。

· 代表的な脂質の構造や性質について学びます。

· 食品の保存について添加物を含め学びます。


実験13　

タンパク質の性質を調べます。

実験14

6,6-ナイロンを合成します。

実験15

アゾ染料の合成について調べます。

実験16

洗剤について調べます。
第

　２
学 期
  期  末

  考
  査
















第5節 

· 衣料品材料としての合成高分子化合物の構造や性質について学びます。

· 様々な天然繊維や合成繊維について違いや特徴について学びます。

· 再生繊維と半合成繊維の特徴を学びます。

· ナイロン、ポリエステル、アクリル、ビニロンなどの合成繊維について学びます。

· 染料のしくみや洗剤のしくみについて学びます。

· 天然染料について学びます。

· 洗剤の種類と洗浄のしくみについて学びます。





11


· 





12


· 




【課題・提出物等】

１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度を配布。
２　実験レポート・課題レポートなど。


【第２学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績及び小テストの成績、実験レポート・課題レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は、定期考査の成績、実験レポート、その他、主体性な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。

第
３
学
期

第2章 材料の化学

第1節 プラスチック

第2節 合成ゴム

第3節 金属

第4節 セラミックス

＜課題研究＞


1


· プラスチックの種類や働き、利用について学びます。

· 熱可塑性樹脂や熱硬化性樹脂の特徴について学びます。

· イオン交換樹脂について学びます。

· プラスチックの燃焼と再利用について学びます。

· 合成ゴムの種類や利用について学びます。

· 金属材料の用途や製法について学びます。

· セラミックスの素材や性質、利用について学びます。

· 「資源のリサイクル」をテーマに課題研究を行います。
実験17

フェノール樹脂の合成します。

実験18

銅の精錬の原理について調べます。

班毎にテーマを決め研究をします。
 学
 年
 末
 考
 査




· 






· 




【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度を配布。
２　実験レポート・課題レポートなど。


【第３学期の評価方法】
１　定期考査の成績及び小テストの成績、実験レポート・課題レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は、定期考査の成績、実験レポート、その他、主体性な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。

【年間の学習状況の評価方法】
　関心・意欲・態度・知識・理解・思考等の観点から評価した第１学期の成績、第２学期の成績及び第３学期の成績を総合して年間の学習成績とします。

３．評価の観点，内容及び評価方法

評価の観点及び内容
評価方法

関心・意欲・態度
・自然の事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的に授業に参加して取り組んでいるか。
・実験に主体的に取り組んでいるか。
・学習活動への参加の仕方や態度
・レポートの内容及び提出状況
・授業で使用するプリントの活用及び記入状況。

思考・判断
・実験の中で問題を見出し、取り組んでいるか。
・教師からの発問に対して自らの考えで実証的、論理的に答えているか。
・客観的な事実に基づいて現象を科学的に判断することができるか。
・定期考査の記述や解答内容
・実験レポートの内容
・授業で使用する学習プリントや課題プリントの記入状況
・発問の答えや発表の内容                                       

観  察・実  験の
技  能・表  現
・実験の方法や実験器具の使い方を理解して正しく行うことを身につけたか。
・自然界の事物現象について科学的に探究する方法を身につけたか。
・自らの考えを的確に表現することができたか。
・実験の中における器具の操作や方法
・適切な実験の手順や方法と結果の整理
・定期考査の実験実施問題の解答
・授業で使用するプリントの記入内容


知識・理解
・実験等を通して自然の事物現象についての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けているか。
・定期考査
・演習、練習プリント
・実験、課題レポートの内容

４．アドバイス等

確かな学力を身に付けるためのアドバイス

・毎日の授業を大切にし、授業を通して化学的な見方や考え方ができるように自分の学習目標を設定して努力することが大切です。

・学習の予習復習は短時間で構いませんから確実に行いましょう。

・自分で考えたことや感じたこと、説明されたことをノートにメモし、整理して記入しておくと、後に役立つばかりでなく学習にも広がりが生まれます。

・各種レポートの作成においては、記録と考察を十分に行い、記入することが大切です。

授業を受けるに当たって守ってほしい事項
・教科書、プリント等の教材を準備し、忘れ物のないようにしましょう。

・学習の成果が認められるためには（単位の修得といいます）、１年間授業にきちんと出席して、前向きに取り組むことが大切です。

・授業の中での説明をよく聞いて、特に実験などでは安全に留意し、協力して行いましょう。

・科学的に探究する力や態度を育てるためには、実験や観察を積極的に行うことが大切です。

　実験や観察を実施したら必ずレポートを作成して提出しましょう。

その他
・探究活動として、実験を行い、レポートの提出をしてもらいます。
・授業の中ではプリントや副教材を有効に活用します。
・身近な題材を例として多く取り入れ、化学現象を身近なものとして理解されるような授業を展開します。
・実験では身近な物質を多く取り入れます。

その２

対象教科・科目
単位数
学年・学級

化学Ⅱ　（第１，２，４部）
３


１　学習の到達目標等
学習の到達目標
１化学に関する基本的事項を理解し、化学的なものの見方や考え方を身に付ける。
２実験、観察を通して探究する能力と科学的な物質観を身に付ける。
３化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身に付ける。

使用教科書・副教材等
高等学校　化学Ⅱ（化Ⅱ００５），センサー化学Ⅱ

２　学習計画及び評価方法等
(1) 学習計画等

学
期
学習内容
月
学習のねらい
備　　考
考
査
範
囲

第
１
学
期
オリエンテーション

第1部 物質の構造
第1章 化学結合

第1節 イオン結合とイオン結晶

第2節 共有結合によって結びついた物質

第3節 金属結合と金属

第2章 物質の状態変化

第1節 物質の状態と粒子の熱運動

第2節 状態変化とエネルギー

第3章 気体の性質

第1節 気体の体積の変化

第2節 気体の状態方程式
４

· 「化学Ⅱ」についての学習の意義や内容、評価の方法を理解します。
「学習の手引」を利用します。
 第
 １
 学
 期
 中
 間
考
査




· イオン結合とイオン結晶について学びます。又結晶の単位格子の考え方も理解します。

· 共有結合を不対電子の共有の考えで理解します。また二重結合や三重結合、分子の電子式や構造式も学びます。

· 分子を結合エネルギーの考え方で理解します。また反応熱を生成物の結合エネルギーと生成物の結合エネルギーで理解します。

· 電気陰性度を理解し、分子の形と極性について考えます。

· 共有結合の結晶について具体例をもとに構造や性質を理解します。

· 配位結合をもとにして、いろいろな錯イオンについて理解します。

· 分子間力としてファンデルワールス力や水素結合を理解し、分子結晶でできている物質の性質を理解します。

· 金属の結晶構造と性質を関連づけて理解します。

· 金属の代表的な結晶構造を理解します。

· 拡散をもとに粒子の熱運動を理解します。気体物質の粒子の熱運動から気体の圧力を理解し大気圧の大きさについても学習します。

· 固体、液体物質の粒子の状態について理解します。

· 物質の状態変化と沸騰の現象を蒸気圧をもとに理解します。

· 結合の種類と沸点・融点の関係について理解します。

· 状態変化とエネルギーの関係を理解し、熱エネルギーの計算をします。

· 気体の体積・圧力・温度の関係をボイルの法則　　

シャルルの法則・ボイル-シャルルの法則として理解します。

・　ボイル-シャルルの法則から気体の状態方程式を導き、分子量との関係も理解します。
実験１

分子模型を制作します。

実験２

蒸気圧を測定します。

実験３

シャルルの法則を確かめます。





第3節 
５
· 




第4節 

· 




第4章 溶液の性質

第1節 溶液と溶解度

第2節  希薄溶液の性質

第3節  コロイド

第2部 反応速度と平衡
第１章　反応速度

第１節　反応の速さ
６
· 混合気体について分圧の法則を理解します。モル分率や混合気体の平均分子量などについても学びます。

· 実在気体と理想気体の違いについて理解します。

· 溶解と溶解性をもとに物質の分類について学習します。

· 質量パーセント濃度やモル濃度について理解します。

· 飽和溶液や固体物質や気体物質の溶解度について理解し再結晶を学習します。

· 沸点上昇や凝固点効果の現象を理解します。

· 半透膜の働きをもとに、浸透の現象を理解します。

· コロイド粒子を理解し様々なコロイドの分類をします。

· コロイド粒子の大きさや電気を帯びている特徴から透析・電気泳動・塩析・凝析などのコロイド溶液の性質を理解します。

· 様々な反応速度の違いを知り、反応速度の表し方を理解します。

・　濃度・温度と反応速度の関係を理解します。
実験４

物質の構造と溶解性を調べます。

実験５

再結晶による物質の精製をします。

実験６

コロイド溶液の性質を確かめます。

実験７

反応速度と濃度・温度の関係を調べます。
第

１

学

期

期

末

考

査



７
· 




【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度。
２　実験レポート、課題レポート。


【第１学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績及び小テストの成績、実験レポート・課題レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は、定期考査の成績、実験レポート、その他、主体性な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。



第
２
学
期

第２節　反応のしくみ

第2章 化学平衡

第1節 化学平衡

第2節 化学平衡と平衡定数

第3節 電離平衡


９
· 化学反応を反応粒子の衝突と活性化エネルギーから理解します。又触媒と実際の触媒装置の利用について理解します

· 可逆反応を理解し化学平衡について学習します。

· ルシャトリエの原理について学び平衡移動の原理を理解します。

· 平衡定数について学び、水の電離平衡について理解します。

· 水素イオン濃度やｐＨ、酸・塩基の電離平衡から酸・塩基の強弱や緩衝液について理解します。

· 塩の加水分解や溶解平衡について学びます。
実験８

反応速度と触媒について調べます。


 第
 ２
 学
 期
 中
 間
 考
 査
 




· 
実験９

化学平衡の移動について調べます。

実験10

弱酸の電離平衡と電離理定数を調べます。

実験11

緩衝液のｐＨについて調べます。
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· 






· 



第
２
学
期

第3部 生命と物質

第1章 生命体を構成する

物質

第1節 アミノ酸とタンパク質

第2節 糖類
第3節 脂質

第4節 核酸

第２章　生命体を維持する化
学反応
第1節 化学反応と酵素
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・　生命体を構成する複雑な化合物としてタンパク質や高分子化合物の働きなどについて学びます。

· アミノ酸やタンパク質の構造や特徴的な反応について学びます。

· 糖類の種類や性質、生体内での反応について理解します。

· 脂質の役割や性質について学びます。

· 脂肪酸や油脂の種類について理解します。

· 核酸やＤＮＡ、ＲＮＡの基本構造や働きについて理解します。

· 生体内での触媒としての酵素の働きについて

学びます。


実験12

タンパク質の性質について調べます。

実験13

糖類の性質について調べます。

実験14

脂質の性質について調べます。

実験15

ＤＮＡの模型を制作します。

実験16

酵素の触媒作用と無機触媒の働きについて調べます



第4部 



第２学期期末考査



11
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【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度を配布。
２　実験レポート・課題レポートなど。


【第２学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績及び小テストの成績、実験レポート・課題レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は、定期考査の成績、実験レポート、その他、主体性な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。

第
３
学
期

第2節 物質の分解と合成

第2章 薬品の化学

第1節 医療品
第2節 肥料

＜課題研究＞


１
· 動物や植物の生体内での分解や合成の反応について学びます。

· ＡＴＰの構造や働き、光合成などについて学びます。

· 医療活動に使われる代表的な薬品について学びます。

· 肥料の働きや種類、土壌などについて学びます。

· 「資源のリサイクル」をテーマに課題研究を発表します。
実験16

市販薬品の成分について調べよう。

班毎にテーマを決め研究と発表をします。
 学
 年
 末
 考
 査



２
· 






· 




【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度を配布。
２　実験レポート・課題レポートなど。


【第３学期の評価方法】
１　定期考査の成績及び小テストの成績、実験レポート・課題レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は、定期考査の成績、実験レポート、その他、主体性な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。

【年間の学習状況の評価方法】
　関心・意欲・態度・知識・理解・思考等の観点から評価した第１学期の成績、第２学期の成績及び第３学期の成績を総合して年間の学習成績とします。

 ３．評価の観点，内容及び評価方法
評価の観点及び内容
評価方法

関心・意欲・態度
・自然の事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的に授業に参加して取り組んでいるか。
・実験に主体的に取り組んでいるか。
・学習活動への参加の仕方や態度
・レポートの内容及び提出状況
・授業で使用するプリントの活用及び記入状況。

思考・判断
・実験の中で問題を見出し、取り組んでいるか。
・教師からの発問に対して自らの考えで実証的、論理的に答えているか。
・客観的な事実に基づいて現象を科学的に判断することができるか。
・定期考査の記述や解答内容
・実験レポートの内容
・授業で使用する学習プリントや課題プリントの記入状況
・発問の答えや発表の内容                                       

観  察・実  験の
技  能・表  現
・実験の方法や実験器具の使い方を理解して正しく行うことを身につけたか。
・自然界の事物現象について科学的に探究する方法を身につけたか。
・自らの考えを的確に表現することができたか。
・実験の中における器具の操作や方法
・適切な実験の手順や方法と結果の整理
・定期考査の実験実施問題の解答
・授業で使用するプリントの記入内容


知識・理解
・実験等を通して自然の事物現象についての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けているか。
・定期考査
・演習、練習プリント
・実験、課題レポートの内容

４．アドバイス等

確かな学力を身に付けるためのアドバイス

・毎日の授業を大切にし、授業を通して化学的な見方や考え方ができるように自分の学習目標を設定して努力することが大切です。

・学習の予習復習は短時間で構いませんから確実に行いましょう。

・自分で考えたことや感じたこと、説明されたことをノートにメモし、整理して記入しておくと、後に役立つばかりでなく学習にも広がりが生まれます。

・各種レポートの作成においては、記録と考察を十分に行い、記入することが大切です。

授業を受けるに当たって守ってほしい事項
・教科書、プリント等の教材を準備し、忘れ物のないようにしましょう。

・学習の成果が認められるためには（単位の修得といいます）、１年間授業にきちんと出席して、前向きに取り組むことが大切です。

・授業の中での説明をよく聞いて、特に実験などでは安全に留意し、協力して行いましょう。

・科学的に探究する力や態度を育てるためには、実験や観察を積極的に行うことが大切です。

　実験や観察を実施したら必ずレポートを作成して提出しましょう。

その他
・探究活動として、実験を行い、レポートの提出をしてもらいます。
・授業の中ではプリントや副教材を有効に活用します。
・身近な題材を例として多く取り入れ、化学現象を身近なものとして理解されるような授業を展開します。
・実験では身近な物質を多く取り入れます。

